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白

木

進

▽
始
め
に

 
国
語
・
国
字
の
論
議
が
盛
ん
で
あ
る
。
喜
ば
し
い
事
だ
。
国
民
の
或
い
は

 
 
民
族
の
、
そ
の
国
語
・
国
字
に
対
す
る
愛
着
は
、
本
能
的
で
あ
り
、
と
も

 
 
す
れ
ば
盲
目
的
で
さ
え
あ
る
。
父
祖
代
々
伝
え
来
っ
た
国
語
、
幼
き
H
よ

 
 
り
慣
れ
親
ん
だ
国
字
に
、
新
た
な
改
革
が
加
え
ら
れ
る
時
、
我
々
は
得
て

 
 
保
守
的
で
あ
る
。

 
 
然
し
コ
ト
バ
は
常
に
変
遷
し
、
文
字
も
亦
流
転
す
る
。
変
動
が
落
着
い
た

 
 
時
は
沈
滞
で
あ
9
、
静
止
し
た
時
は
退
歩
で
あ
る
。
駆
使
す
る
国
民
は
、

 
 
不
断
に
之
を
改
善
補
修
し
て
前
進
を
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
や
外
国
と
の

 
 
交
流
は
い
よ
い
よ
繁
く
、
経
済
に
交
化
に
国
力
を
賭
し
て
ω
競
争
が
営
ま

 
 
れ
て
い
る
時
、
我
の
コ
ト
バ
や
文
字
も
亦
、
彼
の
能
率
効
用
に
比
し
て
劣

 
 
っ
て
は
な
る
ま
い
。

 
 
「
人
の
プ
リ
見
て
我
が
ブ
リ
直
せ
」

 
 
我
ら
は
、
我
が
文
化
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
、
而
か
も
彼
を
顧
み
る
事
を

 
 
怠
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
特
に
漢
字
の
問
題
に
つ
い
て
そ
の
背
景
を
探
り
、

 
 
今
後
日
本
の
在
る
べ
き
方
向
を
考
え
て
見
た
い
。

▽
文
字
の
発
生
と
発
達

 
コ
ト
バ
の
歴
史
は
恐
ら
く
人
類
の
歴
史
と
同
じ
位
に
古
い
と
思
わ
れ
る
が
、

絵
の
歴
史
も
古
い
。
今
残
る
最
古
の
壁
画
は
オ
ー
リ
ニ
ヤ
ッ
ク
期
や
マ
グ
ダ
レ

ニ
ア
ン
期
の
洞
窟
の
も
の
あ
り
、
数
万
年
前
の
も
の
。
然
し
絵
は
交
字
で
は
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

い
。
絵
が
読
ま
れ
る
（
音
を
持
つ
）
時
、
そ
れ
は
絵
文
字
と
な
る
。
絵
漆
字
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
っ

文
字
の
祖
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
象
形
文
字
、
門
形
文
字
と
つ
な
が
る
。

「
魚
」圏
欝
構
難
燃
鵬
繍
）

中
国
や
エ
ジ
プ
ト
に
発
生
し
た
象
形
文
字
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
に
行

わ
れ
た
懊
形
文
字
は
、
文
化
の
進
展
と
共
に
、
書
き
易
い
形
へ
、
そ
し
て
音
字

へ
と
移
行
す
る
。
文
字
発
達
の
過
程
は
、

 
絵
文
字
↓
象
形
文
字
↓
音
節
文
字
↓
単
音
文
字

の
傾
向
を
た
ど
る
。
分
類
す
る
と
、
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文
字
一

 
 
 
 
「
絵
交
字

濾
〒
「
象
形
峯
：

 
 
 
 
「
単
語
文
字
．
．

一
音
字
⊥
一
音
節
文
字
-

  

@ 

u
単
要
字
：

▽
文
字
の
運
用

：
漢
字
の
象
形
や
指
事
な
ど

：
漢
字
の
形
声

-
口
本
の
か
な

・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

 
Q
旬
読
点
・
分
か
ち
書
き

 
交
字
を
連
ね
て
コ
ト
バ
を
写
す
時
、
古
は
何
れ
の
華
字
も
み
な
「
ベ
タ
書
」

で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
め
て
分
か
ち
書
を
試
み
た
の
は
ア
ル
ク
ィ
ン
．

フ
ォ
ン
・
ヨ
ル
ク
（
八
〇
四
年
残
）
で
、
児
童
へ
 
よ
り
分
か
り
易
く
教
育
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。

 
漢
字
は
元
来
一
字
一
語
で
あ
る
か
ら
、
，
そ
れ
自
体
す
で
に
分
か
ち
書
と
も
い

え
る
が
、
交
と
し
て
は
ど
こ
で
切
る
か
が
問
題
で
、
最
近
は
読
み
易
く
、
句
読

点
が
施
さ
れ
る
。

 
日
本
文
は
始
め
漢
字
、
平
安
朝
以
後
は
か
な
の
発
明
に
よ
る
か
な
文
、
そ
し

て
漢
字
・
か
な
交
り
文
が
行
わ
れ
て
今
に
至
っ
て
い
る
が
、
大
抵
ベ
タ
書
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む

る
。
然
し
何
時
の
頃
よ
り
か
濁
点
が
加
え
ら
れ
、
句
読
点
が
つ
き
、
最
近
は
分

か
ち
書
も
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
書
く
方
向

A
縦
童
．
■
種
難
一
息
文
婆

漢
字
文
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策

，
B
横
書
i
右
起
し
横
書
：
 
・
ア
ラ
ビ
ヤ
文
字

-
左
起
し
横
書
：
：
蔵
文

E
口

1

マ

字

今
は

左
s

右

l i
   昔
   は
   i

  l
（ロ）

右
」

左

（／）

右
vl

左

左
↓
右
 
右
↓
左
：
…

日
本
文
の
左
横
書
に
つ
い
て

 
日
本
の
文
章
は
従
来
、
漢
字
交
、
か
な
文
、
漢
字
・
か
な
交
り
女
を
問
わ

ず
、
縦
書
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
期
す
で
に
新
井
白
石
の
論
あ
り
、
明
治
に
入
っ

て
は
心
理
学
者
元
良
勇
次
郎
に
「
横
読
、
縦
読
の
利
害
に
つ
い
て
」
の
発
表
あ

り
、
山
下
芳
太
郎
に
ヨ
コ
ガ
キ
カ
タ
カ
ナ
の
研
究
あ
り
、
昭
和
に
は
国
語
審
議

会
の
答
申
「
国
語
ノ
横
書
二
関
ス
ル
件
」
 
（
1
7
・
7
）
同
「
文
書
を
横
書
き
に

す
る
利
点
」
 
へ
2
6
・
6
）
な
ど
の
後
、
内
閣
通
知
「
公
用
文
の
左
横
書
に
つ
い

て
」
 
（
”
・
4
）
と
な
り
、
昭
和
3
4
．
9
、
次
官
会
議
で
の
恋
着
で
「
左
横
書

」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

 
然
る
に

 
一
、
戦
後
の
国
語
・
国
字
改
善
政
策
に
は
協
力
的
で
あ
る
新
聞
が
、
こ
の
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
 
に
つ
い
て
は
依
然
縦
書
で
あ
る
。

 
2
、
雑
誌
、
週
刊
誌
も
特
殊
の
も
の
を
除
い
て
縦
書
。
 
「
太
陽
」
の
如
き
は

 
 
去
る
七
月
号
よ
り
却
っ
て
右
表
紙
の
縦
書
に
逆
戻
り
し
た
。

 
3
、
申
共
も
一
九
五
五
年
正
月
よ
り
左
横
組
を
決
定
し
た
が
、
党
機
関
紙
の

 
 
人
民
日
報
を
除
い
た
諸
新
聞
は
殆
ど
縦
書
で
あ
る
。

こ
と
は
、
漢
字
或
い
は
漢
字
・
か
な
交
り
文
の
左
横
書
に
は
、
な
お
考
慮
工
夫

す
べ
き
余
地
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
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む

4
、
ま
た
漢
字
や
か
な
の
筆
使
い
が
、

 
⊥
↓
 
 
 
 
 
 
 
i
-
V

 
あ
／
 
 
 
 
う
／
 
 
 
 
ア
／
 
 
 
 
ウ
／

の
如
く
、
左
上
か
ら
始
ま
り
、
右
下
で
止
め
て
下
へ
向
う
運
び
と
な
っ
て
い
る

点
は
、
，

 
α
／
 
 
 
 
6
／
 
 
 
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
方
向
と
大
い
に
異
る
の
で
、
 
日
本
文
を
左
横
書
と
す
る

に
は
、
書
体
の
工
夫
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

▽
漢
字
の
歴
史

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
（
1
）
 
 
 
 
 
、
 
 
、

 
漢
字
は
世
界
最
古
の
文
字
の
一
つ
で
あ
り
、
彫
刻
（
亀
甲
獣
骨
文
 
金
石
文
）

期
か
ら
、
漆
で
竹
や
木
の
筆
を
使
っ
た
蜻
料
文
字
を
経
、
や
が
て
墨
、
毛
筆
、

紙
を
発
明
す
る
に
至
っ
て
よ
り
美
し
く
、
よ
り
書
き
易
い
字
体
へ
と
移
っ
て
行

く
Q

 
股
下
文
字
-
金
文
1
籍
文
（
大
話
）
-
口
語
一
隷
書
1
八
分
-
章
草
-
楷
書

 
一
草
書
-
行
書
…
…
（
簡
体
字
）

文
字
の
利
用
が
広
が
り
、
書
写
の
場
が
多
く
な
れ
ば
、
勢
い
ス
ピ
ー
ド
が
要
求

さ
れ
、
公
で
な
い
も
の
に
は
符
号
や
略
体
が
考
案
さ
れ
、
唐
言
の
小
説
な
ど
に

は
既
に
多
く
見
ら
れ
る
。
現
在
申
共
が
決
定
し
使
用
し
て
い
る
多
く
の
簡
体
字

は
、
そ
れ
ら
の
整
理
で
あ
り
集
大
成
で
も
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-

 
注
ω
 
股
虚
の
獣
骨
文
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
模
形
文
な
ど
は
彫
刻
で
あ
る
。
 
日
本
語
の
「
書
く
」
の
語

 
源
は
「
掻
く
」
 
（
刻
む
、
傷
を
つ
け
る
）
で
、
之
は
埼
下
品
Φ
（
農
）
ひ
「
Φ
冨
ω
①
昌
（
賛
）
も
同
じ
。

▽
漢
字
文
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策

1
、
契
丹
文
字
 
 
 
…
西
夏
文
字
 
 
 
…
女
真
丈
字

 
 
例
驚
訟
（
皇
后
）
 
 
…
庸
（
王
）
 
 
 
 
 
…
呑
宅
（
天
）

契
丹
（
遼
）
は
九
二
〇
年
、
漢
字
に
似
た
契
丹
文
字
を
作
る
。

西
夏
は
契
丹
に
な
ら
い
、
一
〇
三
六
年
、
漢
字
と
契
丹
文
字
を
ま
ね
て
西
夏
文

字
を
作
る
。
凡
そ
六
千
三
百
字
。

女
真
（
金
）
も
＝
四
五
年
、
漢
字
、
契
丹
文
字
を
参
考
に
し
て
女
真
文
字
を

作
る
。
何
れ
も
今
は
そ
の
国
み
な
亡
び
、
文
字
も
噛
み
な
死
字
と
な
る
。

備
考
 
ω
契
丹
 
外
国
か
ら
中
国
を
カ
タ
イ
と
呼
ぶ
は
契
丹
の
託
り
。

 
 
㈹
西
夏
文
字
は
京
大
西
田
龍
雄
の
研
究
あ
り
。

 
 
㈹
井
上
靖
は
「
敦
慎
に
を
始
め
一
連
の
西
夏
も
の
を
書
い
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
ユ
ノ
ム

2
、
憧
族
文
字
 
越
南
の
字
哺

憧
族
は
広
西
省
の
北
部
や
貴
州
省
に
住
む
少
数
民
族
。
漢
字
を
利
し
て
一
種
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形
声
文
字
を
作
り
、
今
も
使
用
し
て
い
る
。
例
 
繕
1
（
意
ト
ラ
）
1
音
書

む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

魏
1
（
意
ウ
ル
）
一
音
開
 
香
1
・
（
意
テ
ン
）
！
音
巴

ベ
ト
ナ
ム

越
南
（
旧
安
南
）
の
字
噛

 
越
南
語
は
修
飾
語
が
後
に
来
る
の
で
、
越
南
は
「
南
の
越
」
、
字
溝
は
「
南

 
の
字
」
の
意
。

 
ベ
ト
ナ
ム
ー
1
＜
H
国
日
-
Z
》
言
（
越
南
）
人
は
自
ら
を
南
越
と
考
え
、
漢
字
文

 
化
圏
の
国
で
、
古
く
は
公
式
文
書
な
ど
総
べ
て
漢
字
で
書
い
た
。
地
名
の
ハ

（ 162 ）



ノ
イ
（
河
内
）
サ
イ
ゴ
ン
（
西
貢
）
な
ど
漢
字
が
充
て
ら
れ
、
人
名
も
例
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グ
エ
ン
ア
イ
コ
ツ
ク

ば
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
胡
志
明
（
亡
命
中
は
翫
愛
国
と
名
の
っ
た
）
と
書
く

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

字
哺
（
O
『
q
、
1
旨
O
ヨ
）
は
安
堅
塁
中
国
文
字
で
、
漢
字
の
偏
労
を
使
っ
て
安

南
語
を
表
わ
し
た
も
の
。

 
例
 
蜂
ー
ク
ラ
ベ
ル
（
会
意
）
 
駿
ー
タ
ベ
ル
（
形
声
）
悲
！
ム
レ
（
仮

 
 
 
借
）

一
八
八
七
年
仏
領
と
な
り
、
宣
教
師
の
手
で
綴
ら
れ
た
ロ
ー
マ
字
が
漢
字
に

代
わ
る
。
フ
ラ
ン
ス
式
綴
り
で
符
号
を
多
用
す
る
。

ρ
鳳
。
守
口
α
q
鐸
（
国
語
）
U
勉
凶
●
ω
鐸
・
O
琶
（
大
使
館
）
U
鋤
．
U
8
．
○
。
旨
σ
q
．

ω
簿
ロ
（
打
倒
共
産
）
、
U
蝉
い
冒
。
・
0
8
噸
缶
0
9
（
共
和
大
路
）

3
、
朝
 
鮮

 
早
く
漢
字
を
採
用
し
た
が
、
言
語
は
本
質
的
に
異
る
の
で
、
新
羅
の
酵
聡
が

 
リ
 
 
 
ト

 
吏
読
（
日
本
の
万
葉
仮
名
に
当
る
）
を
発
明
し
た
。
更
に
そ
の
後
一
四
四
三

 
 
 
 
 
 
オ
ン
ム
ン

 
年
、
独
特
の
画
策
を
作
り
、
李
朝
の
世
宗
は
一
四
四
六
年
、
訓
民
正
音
と

 
し
で
公
布
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ン
ク
ル

 
 
諺
文
と
は
「
俗
な
る
文
字
」
の
意
で
謙
遜
し
た
名
。
今
は
診
琶
（
大
い

 
 
な
る
文
字
の
意
）
と
い
う
。

 
 
ハ
ン
ク
ル
は
母
音
2
1
、
子
音
1
9
、
合
わ
せ
て
如
字
で
、
独
特
の
勝
れ
た
表

 
 
音
文
字
で
あ
る
。
ハ
ン
ク
ル
は
縦
書
も
横
書
も
自
由
で
あ
る
が
、
現
在
は

 
 
多
く
左
横
書
き
。
単
音
交
字
だ
が
、
組
み
合
せ
て
音
節
文
字
と
も
な
る
。
江

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ブ
ミ

 
 
戸
戸
に
唱
え
ら
れ
た
日
本
の
日
文
（
音
節
文
字
）
は
之
を
ま
ね
て
い
る
。

○
北
（
朝
鮮
人
民
共
和
国
）
漢
字
を
廃
し
て
、
ハ
ン
ク
ル
の
み
を
用
う
。

漢
字
文
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策

○
南
（
大
韓
民
国
）
 
独
立
直
後
は
漢
字
全
廃
論
が
強
か
っ
た
が
、
 
論
争
の
結

 
果
、
↓
定
の
枠
内
で
漢
字
の
使
用
も
認
め
（
制
限
漢
字
＝
二
〇
〇
字
）
現
在

 
で
は
ハ
ン
ク
ル
と
併
用
し
て
い
る
。
但
し
国
語
論
者
の
多
数
は
や
は
り
漢
字

 
廃
止
論
で
あ
り
、
国
の
方
針
も
廃
止
の
方
向
だ
と
い
う
。

4
、
中
 
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

坦
界
最
古
の
交
明
発
祥
地
の
一
つ
と
し
て
、
常
に
四
囲
に
君
臨
し
、
自
ら
は
中

 華
と
称
し
て
永
く
繁
栄
と
尊
大
を
失
わ
な
か
っ
た
漢
民
族
は
、
己
の
持
つ
漢
字

文
化
に
誇
り
を
こ
そ
持
て
、
之
に
疑
惑
を
抱
く
こ
と
な
ど
絶
え
て
無
か
っ
た
が

仏
教
の
伝
来
と
共
に
サ
ン
ス
ク
リ
漕
、
ト
を
知
り
、
欧
文
横
文
字
は
明
代
、
宣
教

師
の
渡
来
に
よ
り
、
教
会
ロ
ー
マ
字
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

 
始
め
て
漢
字
へ
疑
惑
を
抱
き
、
改
革
を
企
て
た
の
は
福
建
の
盧
懇
章
で
、
教

 
会
ロ
ー
マ
字
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
十
数
年
の
苦
心
の
末
、
5
5
の
記
号
を
選
び
、

 
ロ
ー
マ
字
式
字
母
と
し
て
之
を
「
第
一
快
切
音
新
字
」
と
し
て
発
表
し
た
の

 
は
一
八
九
二
年
（
清
朝
光
緒
1
8
年
日
清
戦
争
の
前
々
年
）
で
あ
っ
た
。
盧
に
次
い
で
同
様

 
の
企
て
が
（
特
に
南
方
に
）
多
く
発
表
さ
れ
る
が
、
中
に
は
「
傅
音
押
字
」
 
（

 
藥
錫
旧
著
）
の
如
き
速
記
式
も
あ
っ
た
。
一
方
日
本
の
片
仮
名
の
如
く
、
漢

 
字
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
表
音
文
字
「
王
照
一
官
話
合
声
字
母
」
 
（
一
九
〇
〇

 
年
）
 
「
盧
憩
章
-
中
国
切
音
新
字
」
 
（
一
九
〇
六
年
）
等
も
出
る
。

0
中
華
民
国
 
一
九
一
二
年
、
清
朝
滅
び
中
華
民
国
が
成
立
す
る
。
こ
の
年
七

 
月
十
日
、
北
京
の
教
育
部
で
は
早
く
も
「
採
用
切
音
字
母
案
」
が
通
過
し

 
た
が
、
翌
年
読
音
量
一
会
の
審
議
を
経
て
、
名
は
「
注
音
字
母
」
と
決
定
、

 
発
音
記
号
と
し
て
政
府
か
ら
公
布
さ
れ
た
の
は
一
九
一
八
年
十
一
月
二
十
三

 
日
で
あ
っ
た
。
 
（
三
十
九
個
字
母
）
，
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OD

ﾓ
介
石
政
権
は
之
を
引
継
ぎ
、
一
九
四
九
年
、
台
湾
移
爾
後
も
変
る
こ
と
な

 
く
、
現
在
も
漢
字
を
用
い
、
直
書
（
縦
書
）
で
あ
る
。

回
申
共
（
毛
沢
東
政
権
）

 
魯
迅
は
一
九
三
四
年
八
月
三
日
、
社
会
日
報
に
「
漢
字
と
大
衆
は
両
立
し
な

 
い
、
大
衆
語
文
を
広
め
る
に
は
ラ
テ
ン
化
（
ロ
ー
マ
字
）
の
外
は
な
い
。
」

 
こ
と
を
発
表
、
同
年
八
月
、
中
事
ラ
テ
ン
化
研
究
会
が
上
海
に
生
れ
、
ラ
テ

 
ン
化
石
文
字
運
動
は
理
論
よ
り
実
践
へ
と
移
る
。
延
安
で
は
教
育
部
に
ラ
テ

 
ン
化
幹
部
訓
練
班
を
設
け
、
農
民
の
た
め
に
新
文
字
夜
学
校
を
作
り
、
細
い

 
に
普
及
の
状
勢
に
在
っ
た
が
、
一
九
四
三
年
に
至
り
、
こ
の
運
動
は
に
わ
か

 
に
識
字
教
育
に
切
り
換
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
左
の
通
り
。

 
農
民
側
か
ら

折
角
交
字
を
習
っ
た
が
一
般
に
通
じ
な
い
。
官
吏
や
地
主
商
人
な
ど
の
用
い
て

い
る
漢
字
を
習
い
た
い
。

 
知
識
階
級
の
側
か
ら

．
1
、
す
べ
て
の
必
要
な
交
献
を
新
文
字
で
印
刷
は
で
き
ぬ
。

2
、
既
に
漢
字
を
習
得
し
て
い
る
者
に
は
、
再
教
育
が
難
し
い
。

3
、
新
文
字
の
普
及
に
は
、
方
言
（
特
に
音
調
）
の
統
一
、
標
準
語
の
制
定
な

 
ど
為
す
べ
き
仕
事
と
年
月
と
を
要
す
る
。

 
（
注
）
 
清
朝
か
ら
中
華
風
国
へ
か
け
て
の
国
語
・
国
字
運
動
の
顛
末
に
つ
い
て
は
倉
石
武
四
郎
「

 
漢
字
の
運
命
」
 
（
昭
2
7
1
岩
波
新
書
）
に
詳
し
い
。

中
共
の
最
近
の
状
勢

一
九
四
〇
年
、
毛
沢
東
は
新
民
主
主
義
論
、

的
文
化
」
に
い
う
。

十
五
「
民
族
的
、
科
学
的
、
大
衆

 
…
…
為
達
此
目
的
、
文
字
必
須
在
一
定
条
件
下
、
加
以
改
革
。
言
語
必
須
接

 
近
民
衆
。
須
知
民
衆
就
是
革
命
文
化
的
無
限
豊
富
的
源
泉
。

一
九
四
九
年
、
申
共
政
権
樹
立
（
西
洋
紀
元
を
用
い
、
之
を
公
年
と
い
う
。
）

一
九
五
画
面
六
月
、
常
用
字
と
簡
易
化
と
の
仕
事
を
始
め
る
。

一
九
五
一
年
、
毛
沢
東
の
言
と
し
て
、

 
「
文
字
改
革
は
世
界
の
文
字
に
共
通
す
る
表
音
文
字
の
方
向
に
進
ま
な
け
れ

 
ば
な
ら
な
い
。
1
文
字
必
須
改
革
、
要
望
世
界
文
字
共
同
的
併
音
方
向
。

 
但
し
そ
れ
は
民
族
形
式
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
文
字
は
漢
字
に
基
づ

 
い
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
字
母
必
須
採
取
民
族
形
式
、
云
々
」

 
（
注
）
毛
沢
東
選
集
は
現
在
四
冊
刊
行
。
一
九
四
九
年
九
月
ま
で
の
著
作
が
載
る
。

 
一
九
五
一
年
の
右
の
発
言
は
、
申
国
文
字
改
革
研
究
委
員
会
発
会
式
（
一
九
五
二
年
二
月
）
に
於
け

 
る
馬
叙
倫
会
長
お
よ
び
呉
玉
章
副
会
長
の
挨
拶
の
申
に
引
か
る
。

一
九
五
二
年
六
月
五
日
、
一
等
常
用
三
一
〇
一
〇
字
、
次
等
常
用
字
四
九
〇
字

共
一
五
〇
〇
字
を
公
布
。
一
九
五
五
年
一
月
、
申
国
文
字
改
革
委
員
会
よ
り
、

漢
字
簡
化
方
案
の
草
案
が
出
る
つ

哨法

o轍
翠
ｻ

一
九
五
六
年
一
月
、
国
務
院
よ
り
漢
字
簡
化
方
案
が
出
る
。

 
-
溜
俣
字
簡
…
化
酸
弟
一
表
 
 
一
こ
ご
○
字
（
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
も
の
）

 ｛ 2
簡
化
漢
字
第
二
表
 
二
八
五
字
（
補
充
、
修
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。
）

 
3
漢
字
偏
労
簡
化
表
 
五
四

（
注
）
1
、
漢
字
の
字
形
の
大
き
な
変
遷
は
、
後
漢
の
楷
・
行
・
草
体
で
一
応

 
 
終
り
、
そ
の
後
は
公
の
文
書
や
印
刷
（
木
版
、
石
印
、
活
字
版
）
に
は
楷
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書
が
用
い
ら
れ
た
が
、
個
人
的
な
書
写
や
小
説
本
な
ど
に
は
多
く
の
略
字

 
 
体
が
生
れ
て
い
る
。
漢
字
簡
化
方
案
に
は
そ
れ
ら
の
一
般
的
な
も
の
が
採

 
 
用
さ
れ
た
外
、
偏
労
の
簡
化
（
言
↓
・
τ
 
東
↓
謙
な
ど
）
に
よ
り
、
略
化

 
 
さ
れ
た
文
字
は
通
常
の
も
の
で
も
三
千
を
数
え
る
。

 
2
、
簡
化
字
恵
表
検
字
（
小
型
本
丁
頁
）
が
出
て
い
る
。

 
3
、
中
共
発
表
の
簡
化
字
と
日
本
の
当
用
漢
字
申
の
略
体
と
は
、
一
致
す
る

 
 
の
は
僅
か
に
6
5
字
、
大
部
分
は
別
字
で
あ
る
。

一
九
五
七
、
 
一
一
、
 
一
、
ロ
ー
マ
字
案
が
国
務
院
で
採
択
さ
れ
る
。
 
（
字
母

％
字
）

要
之
、
申
共
の
文
字
改
革
は

肇
国
．
節
回
申
国
語
よ
り
↓
多
黒
日
節
的
中
国
語
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無
四
声

 
四
 
声

の
方
向
に
在
る
と
い
え
よ
う
。

 
○
鄭
林
礒
は
、
申
国
文
字
為
什
腰
必
須
走
向
球
音
化
の
二
に
詞
彙
的
多
音
節

 
化
を
説
き
、

 
 
篇
名
 
多
音
節
詞
％

 
水
潜
伝
 
 
七
〇

 
紅
楼
夢
 
 
六
四

 
毛
沢
東
号
 
七
六
・
五

 
（
新
詩
）

と
表
示
し
て
い
る
。

単
音
節
詞
％

 
三
〇

 
三
六

 
二
一
二
・
五

○
ロ
ー
マ
字
草
案
で
は
四
声
は
末
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

 
陰
平
一
 
陽
平
／
 
上
声
V

陳
文
彬
は
言
う
、

（
中
国
文
字
改
革
問
題
4
9
ぺ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
符
号
は
、

 
 
去
声
＼

漢
字
文
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策

 
漢
語
は
、
広
東
語
の
華
甲
（
八
、
七
、
六
、
五
）
↓
北
京
語
の
四
声
↓
藻
県

 
の
三
声
↓
甘
粛
東
部
の
二
野

 
の
如
き
発
展
傾
向
に
在
る
よ
う
だ
が
、
科
学
的
な
調
査
研
究
は
末
だ
で
シ
・
・
て

 
い
な
い
。
 
（
中
国
の
文
字
改
革
付
録
）

中
共
は
上
述
の
如
く
、
将
来
の
国
字
と
し
て
は
既
に
一
九
五
七
年
に
ラ
テ
ン
化

新
文
字
案
を
採
択
し
、
音
字
へ
の
転
換
を
指
向
し
た
が
、
現
在
は
過
渡
期
と
し

て
漢
字
を
制
限
し
て
使
用
、
 
特
に
簡
易
体
を
推
進
し
て
い
る
。
 
而
し
て
小
学

一、

�
N
生
の
語
文
（
国
語
）
教
科
害
に
は
ロ
ー
マ
字
を
発
音
記
号
と
し
て
併

記
す
る
が
、
そ
れ
は
漢
字
音
教
育
の
統
一
、
方
言
の
調
整
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
伝
え
ら
れ
る
所
の
紅
衛
兵
の
交
流
や
集
会
、
各
地
方
か
ら
北
京
へ

集
っ
て
大
会
が
開
け
る
如
き
は
、
教
育
の
普
及
、
コ
ト
バ
の
調
整
、
音
韻
の
統

一
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。

・
○
世
界
で
使
わ
れ
る
交
字
は
、
意
字
は
多
く
は
亡
ん
で
音
字
へ
移
行
し
て
い

る
。
蓋
し
両
者
を
比
較
す
る
と
、

 
 
意
字
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
音
字

 
1
字
画
が
煩
瑚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
字
画
少
く
書
き
易
い

 
2
字
数
が
多
く
必
要
 
 
 
 
 
 
 
 
2
一
定
で
増
さ
ぬ

 
3
一
部
知
識
人
の
専
有
と
な
り
勝
ち
 
 
3
大
衆
的
で
あ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
然
る
に
意
字
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
漢
字
が
、
字
画
は

世
界
文
字
巾
で
最
も
複
雑
（
三
十
画
、
四
十
画
も
少
な
く
な
い
1
例
え
ば
璽
翻

は
皮
証
切
、
雷
の
声
・
釣
画
）
で
、
字
数
も
最
も
多
．
い
（
康
煕
字
典
は
正
篇
四

二
、
一
七
四
字
置
補
遺
六
、
四
六
七
字
で
計
四
八
、
六
四
一
字
。
集
韻
は
五

三
、
五
二
五
字
）
漢
字
が
、
今
日
も
津
々
と
し
て
生
き
て
い
る
理
由
を
考
え
て

見
る
と
、
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1
中
国
語
が
孤
立
語
で
語
尾
変
化
な
ど
な
ぐ
、
一
字
一
語
の
漢
字
と
マ
ッ
チ
し

 
て
い
る
。

2
母
体
で
あ
る
中
国
人
が
民
族
と
し
て
繁
栄
を
続
け
、
常
に
国
家
と
し
て
優
位

 
に
在
り
、
今
日
も
七
億
の
大
人
口
を
擁
し
、
依
然
交
明
を
維
持
し
て
い
る
。

3
漢
字
は
象
形
文
字
と
し
て
出
発
し
た
が
、
そ
の
後
意
字
と
し
て
の
特
長
は
持

 
続
し
な
が
ら
、
而
か
も
漸
次
に
変
化
修
正
さ
れ
、
音
字
の
性
格
も
兼
ね
備
え

 
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
 
説
文
解
字
に
よ
れ
ば
、
許
慎
の
い
う
文
（
象
形
と
指
事
）
は
象
形
の
範
躊

 
 
 
 
 
 
 
り

 
 
で
あ
る
が
、
字
（
会
意
と
形
声
）
、
と
く
に
形
声
は
表
音
の
性
格
を
持
ち
、

 
 
而
し
て
漢
字
の
大
部
分
は
こ
の
形
声
で
あ
る
。
即
ち
一
一
九
、
三
五
三
字

 
 
を
分
類
表
示
す
れ
ば
、

 
む説

文
1

 
 

解
字
一

～
象
形

f
指
事

．
1
会
意

一
形
声

蓼
三
九
三
…
§

一
「
二
五
四
…
：
…
…
…
・
嶺
眞
＄

七
七
〇
六
：
：
：
：
・
：
：
：
0
◎
b
O
●
蔭
ま

 
 
（
転
注
、
仮
借
は
第
二
次
的
用
法
な
の
で
触
れ
な
い
）

 
 
と
な
り
、
表
音
字
で
あ
る
形
声
が
下
歯
の
時
に
既
に
Q
。
b
。
誌
％
を
占
め
て
い

 
・
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
増
加
し
た
漢
字
は
象
形
で
は
な
く
形
声
だ
と
思

 
 
わ
れ
る
の
で
、
形
声
字
の
占
め
る
比
率
は
更
に
大
き
い
筈
で
あ
る
。

4
申
国
語
は
単
音
節
語
で
あ
り
、
漢
字
は
単
音
節
交
字
で
同
音
語
、
同
音
字
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

 
多
い
が
、
こ
の
幣
を
少
く
す
る
た
め
、
四
声
を
頒
け
、
又
、
熟
語
を
作
る
な

 
ど
し
て
多
音
節
語
を
増
し
て
い
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

5
、
日
 
本

わ
が
国
民
が
そ
の
昔
漢
字
を
輸
入
し
、
そ
の
欠
を
補
う
「
か
な
」
を
発
明
し
て

日
本
語
を
書
き
慣
れ
て
か
ら
既
に
久
し
い
。
こ
の
漢
字
を
反
省
し
、
批
判
の
眼

を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
維
新
の
改
革
に
始
ま
る
。
明
治
以
降
の
動
・

き
は
次
の
郵
書
に
詳
し
い
。

 
 
 
 
明
治
以
降
国
字
問
題
諸
案
集
成
 
吉
田
・
井
之
口
共
編

 
 
 
 
明
治
以
降
国
釜
帽
問
題
払
哩
集
 
 
 
 
〃

○
昔
は
漢
字
、
今
は
洋
字
・
洋
語
の
輸
入
が
盛
ん
。

Yシャツ

大安売り
 多500円

上
の
よ
う
な
文
は
ど
こ
に
で
も
こ
ろ
が
っ
て
い
る

ご
く
普
通
の
広
告
α
僅
か
十
二
字
の
文
申
に
漢
字

あ
り
、
片
カ
ナ
平
か
な
あ
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
Y
、
そ
れ
に
多
の
よ
う
な
特
殊
記
号
や
ア
ラ
ビ

ヤ
数
字
さ
え
加
っ
て
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
、
だ
が

何
で
も
消
化
す
る
強
靱
な
胃
袋
を
思
わ
せ
る
表
現

で
は
あ
る
。

 
「
日
本
語
は
…
…
日
本
本
来
の
こ
と
ば
“
和
語
は
語
全
体
の
三
分
の
一
ぐ
ら

 
い
、
あ
と
は
み
ん
な
借
り
物
み
た
い
な
も
の
だ
、
…
」
 
（
佐
伯
一
国
語
概
説

 
憎
ぺ
）

と
言
わ
れ
る
如
く
、
 
日
本
は
嘗
て
は
漢
字
を
始
め
漢
文
化
の
輸
入
に
力
め
た

が
、
明
治
以
降
は
ま
た
西
洋
文
化
の
移
入
に
忙
し
い
。
但
し
、
我
に
無
い
も
の

を
吸
収
消
化
す
る
に
吝
か
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
が
、
外
国
語
、
外
来
交
字
の
取

り
入
れ
に
は
慎
重
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
世
入
往
々
に
し
て
片
カ
ナ
や
横
文
字
の
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コ
ト
バ
に
対
し
て
は
直
ち
に
軽
兆
と
難
じ
、
逆
に
漢
字
コ
ト
バ
を
以
て
穏
健
と

し
、
或
い
は
よ
り
日
本
的
と
見
る
傾
き
が
あ
る
が
、
之
は
必
ず
し
も
当
ら
ず
、

内
容
を
よ
く
勘
案
す
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

「
皇
国
ヨ
リ
見
レ
バ
、
漢
ト
洋
ト
、
同
ジ
ク
是
レ
他
邦
ナ
リ
。
」
 
（
明
治
五
、

南
部
義
簿
の
建
議
）
で
あ
る
。

日
本
は
今
、
 
「
漢
字
ま
じ
り
平
仮
名
」
文
を
主
と
す
る
。
そ
し
て
先
に
あ
げ
た

例
の
如
く
、
必
要
に
応
じ
て
片
カ
ナ
や
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
、
洋
文
字
も
混
用
さ
れ

る
。全

く
異
質
の
文
字
を
平
常
に
国
語
の
表
記
に
併
せ
使
う
の
は
、
日
本
と
韓
国
（

漢
字
と
ハ
ン
ク
ル
）
で
あ
り
、
ま
た
漢
字
を
使
用
し
、
之
に
対
す
る
将
来
の
定

見
を
確
立
し
て
い
な
い
国
は
、
日
本
と
中
華
民
国
（
蒋
介
石
政
権
）
の
二
国
の

よ
う
だ
。
い
ま
日
本
の
国
語
政
策
は
ど
う
動
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

▽
国
語
政
策
に
お
け
る
漢
字
問
題
の
将
来

 
先
ず
国
語
調
査
委
員
会
の
動
き
を
略
述
す
る
と
、

明
治
3
5
年
3
月
、
国
語
調
査
委
員
会
（
委
員
長
前
島
密
）
の
設
置

 
調
査
方
針
に
い
う
、

 
一
、
文
字
は
音
韻
文
字
（
フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム
）
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
仮
名

 
 
羅
馬
字
等
ノ
得
失
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

 
ニ
、
「
文
章
ハ
言
文
一
致
体
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
是
二
関
ス
ル
調
査
ヲ
為

 
 
ス
コ
ト

 
三
、
国
語
ノ
音
韻
組
織
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

 
四
、
方
言
ヲ
調
査
シ
テ
標
準
語
ヲ
選
定
ス
ル
コ
ト
。

 
 
普
通
教
育
二
於
ケ
ル
目
下
ノ
急
務
二
応
セ
ム
タ
中
隔
、
左
ノ
事
項
ニ
ツ
キ

漢
字
文
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策

←

テ
別
に
調
査
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス

一、

ｿ
字
ノ
節
減
二
就
キ
テ

ニ
、
現
行
普
通
文
体
二
就
キ
テ

三
、
書
簡
交
、
其
他
日
常
慣
用
ス
ル
特
殊
ノ
交
休
二
就
キ
テ

四
、
国
語
仮
名
遣
二
就
キ
テ

五
、
字
音
仮
名
遣
二
二
キ
テ

六
、
外
国
語
ノ
写
シ
方
二
就
キ
テ

大
正
2
年
廃
止
。

41

@
1
5
年
5
月
、
臨
時
国
語
調
査
会
（
会
長
森
林
太
郎
、
後
、
上
田
万
鉦
）

一
当
面
の
調
査
方
針

 
一
、
漢
字
の
制
限
に
関
す
る
件

 
二
、
か
な
つ
か
ひ
の
改
定
に
関
す
る
件

 

・
↑
三
、
文
体
の
改
善
に
関
す
る
件

昭
和
9
年

 
（
な
お
臨
時
ロ
ー
マ
字
調
査
会
が
昭
和
5
年
1
1
月
発
足
）

〃
 
9
年
1
2
月
、
国
語
審
議
会
（
文
相
の
諮
澗
機
関
）

 
一
、
国
語
の
統
制
に
関
す
る
件

 
二
、
漢
字
の
調
査
に
関
す
る
件

 
三
、
か
な
つ
か
ひ
の
改
定
に
関
す
る
件

↑
四
、
文
体
の
改
善
に
関
す
る
件

昭
和
2
4
年

〃
 
2
4
年
1
1
月
、
国
語
審
議
会
（
文
部
省
設
置
法
に
基
き
、
建
議
機
関
と
な
る
）

 皿

糟
齔
R
議
会
令
に
よ
り
、
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嚢
骨
離
遡
る
事
項
嘉
鰭
酬
難
欄
し
必
要
と
認

現
在
は
第
八
次
審
議
会
（
会
長
前
田
義
徳
）

▽
…
戦
後
の
国
語
・
国
字
改
革
の
動
き

21

E
4
．
7
 
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告
書
（
英
文
摺
ぺ
）

〃
・
1
1
・
3
 
 
（
日
本
国
憲
法
公
布
）

”
籠
灘
鶏
か
い
刷
定
｝
n
・
三
一
告
示
第
三
＋
二
号

 
当
用
漢
字
は
一
、
八
五
〇
字
と
決
定
。
前
の
常
用
漢
字
一
、
二
九
五
字
よ
り

 
九
字
を
削
り
、
五
六
四
字
を
加
え
た
。
但
し
書
に
い
う
、

 
 
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
る
。

お
・
2
・
1
6
、
当
用
漢
字
別
表
（
教
育
漢
字
）
八
八
一
字
発
表

〃
 
〃
 
〃
 
当
用
漢
字
音
訓
表

24

E
4
・
2
8
 
当
用
漢
字
字
体
表

2
6
・
5
・
2
5
 
人
名
用
漢
字
別
表
九
二
字

な
お
「
送
り
が
な
」
に
つ
い
て
は
、
送
り
仮
名
法
（
明
4
0
）
の
外
、
公
文
用
語

の
手
び
き
の
「
送
り
が
な
の
っ
け
方
」
 
（
昭
2
4
）
交
部
省
刊
行
物
表
記
の
基
準

（
昭
2
5
）
送
り
が
な
の
っ
け
方
（
昭
鍵
）
な
ど
。

▽
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
つ
か
い
の
そ
の
後
の
歩
み

 
こ
の
ニ
ッ
は
当
を
得
た
案
と
し
て
世
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
方
の
新
聞
雑

誌
も
進
ん
で
協
力
し
、
実
施
す
で
に
2
0
余
年
、
若
年
層
を
中
心
に
確
実
に
浸
透

亀

し
て
い
る
。
支
持
率
を
調
べ
た
例
で
は
、

○
国
立
国
語
研
究
所
が
昭
和
3
4
年
の
一
年
間
、
9
0
種
の
雑
誌
（
世
界
、
新
潮
、

 
群
像
、
申
央
公
論
な
ど
）
を
調
査
し
た
結
果
は
、

 
 
当
用
漢
字
が
九
五
・
六
％
を
占
め
、

 
更
に
そ
の
う
ち
、
地
名
人
名
を
除
く
と
、
実
に

 
 
九
六
・
八
三
％
が
当
用
漢
字
だ
と
い
う
。

○
同
所
の
一
九
六
六
年
、
報
告
書
2
9
の
3
1
表
に
、

 
東
京
の
あ
る
小
・
申
学
校
各
一
校
の
P
T
A
母
親
…
…
名
を
「
戦
後
の
国
語
政

 
策
を
支
持
す
る
」
率
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
左
の
如
し
。

 
岨
才
以
上
…
…
Q
。
O
％

 
必
～
3
3
才
・
…
：
二
毛
％

 
3
3
才
以
下
…
…
刈
O
％

○
国
語
を
愛
す
る
会
（
「
日
本
語
」
を
月
刊
）
の
世
論
調
査

 
 
「
当
用
漢
字
」
そ
の
他
を
綜
合
し
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
賛
成
 
 
 
反
対
 
 
そ
の
他
 
 
不
明

 
 
 
 
一
九
六
〇
年
時
 
七
二
・
二
 
一
二
・
〇
 
九
・
〇
 
六
・
六

 
 
 
 
一
九
六
六
年
時
 
八
一
・
五
 
一
〇
・
四
 
五
。
四
 
二
・
七

 
一
九
六
六
年
時
の
内
訳
を
あ
げ
る
と
、

 
1
当
用
漢
字
（
一
般
的
な
表
記
は
一
八
五
〇
字
の
漢
字
で
す
ま
せ
る
）

 
 
 
賛
成
 
 
 
反
対
 
 
そ
の
他
 
不
明

 
 
七
一
・
九
 
一
七
・
七
 
七
・
五
 
二
・
八

 
2
字
体
整
理
（
た
と
え
ば
團
髄
を
団
体
と
改
め
た
）

 
 
 
賛
成
 
 
反
対
 
 
そ
の
他
 
 
不
明

 
 
八
七
。
一
 
七
・
〇
四
・
一
 
一
・
八
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3
音
訓
表
（
た
と
え
ば
流
石
、
却
っ
て
、
の
よ
う
な
書
き
方
を
や
め
た
）

 
 
賛
成
 
 
 
反
対
 
 
そ
の
他
 

不
明

 
八
○
・
二
 
 
一
二
・
 
一
 
 
五
・
四
 
 
二
・
一
二

4
現
代
か
転
、
4
つ
か
い

 
 
賛
成
 
 
 
反
対
 
 
そ
の
他
 
 
不
明

 
八
四
・
〇
九
・
三
三
・
九
二
・
八

5
新
送
り
が
な
（
た
と
え
ば
「
滞
る
」
を
助
か
る
と
書
い
て
、
助
け
る
と
誤

 
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
）

 
 
賛
成
 
 
 
反
対
 
 
 
そ
の
他
 
 
 
不
明

 
八
四
・
五
 
 
五
・
九
 
 
五
・
九
 
 
三
・
六

 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
語
一
昭
4
1
年
8
～
9
月
号
）

▽
新
し
い
国
語
政
策
を
批
判
す
る
人
々

 
1
、
学
闇
的
に

国
語
政
策
は
是
非
長
短
を
学
問
的
に
論
争
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
期
の
漢
字

廃
止
な
い
し
節
減
論
や
「
1
引
き
仮
名
つ
か
い
」
論
に
対
し
て
は
、
漢
学
者
国

学
者
の
反
対
が
強
か
っ
た
が
、
今
は
我
田
引
水
的
な
議
論
は
な
く
な
り
、
学
的

根
拠
に
基
づ
く
漸
進
的
な
慎
重
論
や
賛
成
論
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
時
勢
の
推

移
が
反
論
の
あ
れ
こ
れ
を
解
消
に
導
い
て
い
る
面
も
少
な
く
な
い
。

 
 
2
、
文
学
者
の
立
場

．
森
鴎
外
や
芥
川
竜
之
介
な
ど
、
そ
し
て
現
在
も
交
学
者
の
中
に
異
論
を
唱
え
る

人
は
未
だ
多
い
。

当
用
漢
字
や
現
代
か
な
つ
か
い
で
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
出
せ
ぬ
と
い
う
者
、
之
で

は
古
典
が
読
め
な
い
、
伝
統
の
文
化
を
亡
ぼ
す
と
極
論
す
る
者
、
一
尊
前
に
は

一
一
女
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策
1
1
…
ー
ー
ー
、
ト
i
ー
ー
ー
-
-
-
-
…
-
．

「
口
語
で
は
小
説
は
書
け
ぬ
」
と
か
、
 
「
候
交
を
廃
し
て
は
手
紙
が
置
け
ぬ
」

と
杷
憂
し
た
人
も
あ
っ
た
が
、
要
は
交
学
的
価
値
の
有
無
で
あ
る
。

 
 
 
 
む
 
 
 

 
本
来
は
か
な
で
書
か
れ
た
源
氏
物
語
が
、
今
は
漢
字
か
な
交
り
文
で
読
ま
れ

 
る
が
、
文
学
的
価
値
に
変
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
蕪
村
に
は
次
の
句
が
あ

 
る
。

 
あ
ら
む
つ
か
し
の
仮
名
遣
ひ
や
な
 
字
儀
に
害
あ
ら
ず
ん
ば
あ
あ
ま
㌧
よ

 
 
 
梅
咲
き
ぬ
ど
れ
が
む
め
や
ら
う
め
ぢ
や
や
ら
（
発
句
集
）

 
 
 
 
 
 
 
ム
メ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
メ
 
 
ム
メ

 
（
備
考
 
本
草
和
名
に
牟
女
 
和
名
類
聚
抄
に
三
女
又
チ
女
）

 
3
、
思
想
的
に

国
を
愛
す
る
心
に
変
り
は
な
く
と
も
、
改
革
と
い
う
と
保
守
的
な
入
は
と
か
く

反
対
側
に
立
ち
易
い
。
蓋
し
既
得
の
知
識
、
財
産
、
習
慣
な
ど
に
変
革
を
加
え

ら
れ
る
の
は
人
間
誰
し
も
好
ま
ぬ
所
、
こ
の
故
に
知
識
階
級
、
老
齢
層
な
ど
が

抵
抗
を
感
じ
勝
ち
だ
が
、
戦
前
に
は
こ
の
外
に
国
粋
論
者
、
絶
対
主
義
国
家
論

者
な
ど
の
反
論
も
あ
っ
た
。

 
4
、
団
体
組
織

嘗
て
標
準
漢
字
表
が
発
表
（
昭
1
7
・
！
2
）
さ
れ
る
や
、
俄
に
大
日
本
国
語
会
が

戊
嘉
し
、
「
大
法
輪
」
な
ど
を
拠
点
と
し
て
反
論
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

最
近
で
は
昭
和
忽
年
、
送
り
が
な
の
っ
け
方
（
7
・
1
1
、
内
閣
告
示
）
の
発
表

・
に
当
た
り
、
「
国
語
の
表
音
化
反
対
」
を
旗
じ
る
し
に
国
語
聞
題
協
議
会
（
3
4

・
皿
、
結
成
…
小
汀
利
得
理
事
長
）
が
生
ま
れ
、
委
員
に
は
時
枝
、
山
岸
、
成

瀬
、
宇
野
、
塩
田
、
山
本
、
福
田
、
大
野
、
阿
部
、
石
井
、
田
辺
の
諸
家
が
名

を
連
ね
て
い
る
。

要
は
よ
き
研
究
が
積
ま
れ
、
実
り
多
き
討
論
が
軍
ね
ら
れ
て
、
日
本
の
国
語
・
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国
字
政
策
が
よ
り
正
し
い
方
向
を
と
り
、
明
る
い
展
開
を
齎
し
て
欲
し
い
。

 
5
そ
の
他

新
政
策
を
支
持
す
る
側
で
も
、
今
の
案
が
必
ず
し
も
万
全
と
考
え
る
わ
け
で
は

な
い
。
当
用
漢
字
に
つ
い
て
は
、

1
、
既
定
の
一
、
八
五
〇
字
は
す
べ
て
が
妥
当
で
あ
る
か

 
選
定
時
は
資
料
に
乏
し
く
、
ま
た
十
分
に
調
査
す
る
飴
裕
も
な
か
っ
た
。
昭

 
3
4
、
雑
誌
9
0
種
を
調
査
し
て
、
内
の
1
5
字
は
一
度
も
使
わ
れ
ず
、
外
の
9
字

 
は
百
数
十
回
も
使
わ
れ
て
い
る
事
が
分
か
り
、
之
ら
に
基
づ
い
て
審
議
会
は

 
既
に
2
8
字
の
出
し
入
れ
案
を
発
表
（
昭
和
2
9
年
）
。
時
勢
に
応
じ
、
使
用
の

 
実
情
緩
急
を
考
え
て
の
手
直
し
、
字
数
そ
の
も
の
も
必
要
が
あ
れ
ば
若
干
の

 
増
減
が
あ
っ
て
よ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
、
岩
淵
悦
太
郎
漢
字
部
会
長
が
、
 
「
国
語
問
題
は
字
の
方
か
ら
攻
め
る
ん
じ

 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
や
な
く
、
こ
と
ば
の
方
か
ら
攻
め
る
の
が
正
道
。
」
と
い
う
の
は
肯
け
る
。

 
こ
と
ば
を
正
せ
ば
、
か
な
を
使
っ
た
漢
語
、
次
々
と
氾
濫
す
る
新
作
熟
語
も

 
自
ら
穏
当
な
も
の
と
な
ろ
う
。

3
、
簡
易
字
体
（
新
字
体
）
の
職
字
（
前
の
標
準
漢
字
表
で
は
虚
字
）
に
つ
い
て

 
は
、
略
体
の
使
用
は
結
構
だ
が
、
，
一
字
一
字
を
指
定
し
た
た
め
の
矛
盾
、
ま

 
た
応
用
が
当
用
漢
字
外
に
及
ば
ぬ
不
合
理
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
例
 
母
i
毎
、
海
。
卒
一
国
、
雑
。
仏
、
払
-
沸
。
区
、
欧
一
重
。
 
（
当
用
漢

 
字
外
）

 
朝
日
新
聞
は
印
刷
に
つ
い
て
い
う
、
 
「
当
用
漢
字
は
書
体
表
に
従
う
。
そ
の

 
他
で
も
亀
、
偉
、
縄
、
竃
、
鴎
、
、
瓦
な
ど
は
一
般
に
畜
か
れ
る
略
体
を
使

 
う
。
」

．
4
、
漢
字
や
か
な
の
教
授
法
の
研
究
が
必
要

 
既
に
石
井
勲
ら
に
漢
字
教
授
の
実
績
成
果
が
あ
り
、
理
論
も
明
か
に
さ
れ
て

 
い
る
。
平
か
な
片
カ
ナ
は
ど
う
教
え
る
の
が
心
理
的
に
も
効
率
が
高
い
か
、

 
漢
字
の
系
統
的
学
習
に
は
必
ず
し
も
一
字
一
字
の
画
数
の
繁
簡
に
関
り
は
あ

 
る
ま
い
。
ま
た
小
学
校
の
国
語
の
教
授
時
数
や
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
も
検
討

 
す
べ
き
面
が
あ
る
。

5
、
音
訓
表
の
一
つ
一
つ
は
妥
当
で
検
討
ず
み
か

 
例
え
ば
来
は
ラ
イ
タ
る
で
あ
る
が
、
来
ル
は
コ
、
キ
、
ク
と
活
用
す
る
。

6
、
日
本
人
に
日
本
の
畑
酩
が
謙
一
輪
帥
の
悲
劇

 
国
号
日
本
は
ニ
ホ
ン
か
ニ
ッ
ポ
ン
か
。
神
戸
に
は
七
通
り
の
訓
み
方
が
あ
る

 
と
い
う
。
ま
た
逆
に
ヨ
シ
カ
ワ
と
い
う
姓
、
カ
ズ
オ
と
い
う
名
に
は
さ
て
ど

 
の
漢
字
を
充
て
た
ら
よ
い
の
か
。
確
か
に
、

 
「
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
る
」
 
（
但
し
書
）
．
必
要
が
あ
る
。

7
、
新
し
い
慶
量
衡
の
単
位
を
簡
明
に
表
わ
す
符
号

 
既
に
米
や
粁
、
 
瓦
・
砥
・
屯
な
ど
、
魑
α
や
加
、
 
卿
・
，
解
・
、
窺
な
ど
が
あ
る

 
が
、
度
量
衡
の
単
位
に
は
簡
明
で
系
統
的
な
符
号
（
和
字
で
も
よ
い
）
を
審

 
議
会
あ
た
り
で
発
案
し
、
調
整
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

▽
結
 
び

国
語
。
国
字
の
事
は
遠
大
か
つ
険
難
だ
。
蓋
し
国
の
民
族
の
、
歴
史
と
伝
統
の

上
に
立
ち
、
強
い
誇
り
と
愛
着
の
申
に
育
て
ら
れ
、
現
在
は
固
よ
り
、
更
に
わ

が
子
わ
が
孫
と
将
来
の
後
継
者
を
は
ぐ
く
む
最
も
重
要
な
案
件
で
あ
る
。
こ
の

問
題
は
平
常
に
於
て
十
分
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
而
し
て
祖
国
が
大
き
な

変
事
、
異
常
な
改
革
に
際
会
し
た
時
、
特
に
国
民
の
重
大
関
心
事
と
な
る
。

江
戸
期
、
国
学
の
勃
興
で
研
究
の
緒
が
開
け
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
世
界
へ
の
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開
眼
、
そ
し
て
今
次
敗
戦
を
契
機
と
し
て
の
反
省
裡
に
、
国
民
の
自
覚
は
深
ま

っ
て
い
る
。

凡
そ
世
界
の
歴
史
を
見
て
、
国
字
を
全
面
的
に
、
或
い
は
部
分
的
に
改
め
た
国

（
ト
ル
コ
は
一
九
二
八
年
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ヤ
文
字
か
ら
ロ
ー
マ
字
へ
の
文
字
改
革
又

ア
ラ
ビ
ヤ
語
ペ
ル
シ
ヤ
語
を
追
放
し
て
、
古
い
ト
ル
コ
語
を
復
活
す
る
言
語
改
革
も
行
わ
れ
て
、
成
功

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
い
る
。
）
の
例
は
少
な
く
は
な
い
。
然
し
国
語
を
変
改
し
た
例
は
大
国
に
は

見
当
ら
ぬ
。
（
例
は
あ
る
。
世
界
に
散
在
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
1
8
年
前
遂
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
を
立

て
た
が
、
旧
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
復
活
さ
せ
、
 
足
ら
ざ
る
面
に
人
工
を
加
え
国
語
と
し
た
。
最
近
に
民
族
自

決
に
基
づ
い
て
生
れ
た
群
小
新
興
国
は
何
れ
も
ξ
o
a
零
餌
周
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
）

日
本
は
幸
い
に
一
民
族
、
 
＝
言
語
で
、
外
国
に
往
々
に
し
て
見
る
種
”
族
間
の
争

 
 
カ
 
ス
ト

い
、
階
級
制
や
宗
教
上
の
葛
藤
は
な
い
。
国
と
し
て
ご
言
語
制
で
、
日
本
語
一

筋
に
打
ち
こ
め
る
点
は
ま
こ
と
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

戴
に
維
新
百
年
、
9
既
に
言
文
一
致
に
成
功
し
、
共
通
語
も
普
及
し
た
。
政
府
の

執
っ
て
い
る
一
連
の
国
語
政
策
は
大
綱
に
於
て
妥
当
と
思
わ
れ
、
効
果
も
挙
げ

て
来
て
い
る
。
今
後
更
に
よ
り
良
く
推
進
す
る
為
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力

の
下
、
 
一
層
の
専
門
的
な
研
究
や
資
料
調
査
、
遠
い
将
来
を
見
通
し
た
達
識
が

必
要
で
あ
る
。
採
長
補
短
、
採
る
べ
き
を
採
り
、
捨
つ
べ
き
を
捨
て
、
慎
重
で

あ
り
、
果
断
で
あ
り
た
い
。

そ
し
て
何
は
と
も
あ
れ
、
 
我
々
は
わ
れ
ら
の
国
語
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
た

い
。
日
本
語
は
わ
れ
ら
一
億
国
民
の
コ
ト
バ
、
そ
し
て
そ
れ
は
今
や
世
界
で
も

有
数
の
力
強
い
大
言
語
な
の
だ
か
ら
。
 
（
4
2
・
8
・
3
1
稿
）

漢
字
文
化
圏
諸
国
の
漢
字
政
策

明
治
以
降
、
漢
字
教
育
案
の
変
遷
表

慶
応
 
二

明
治
 
五

〃〃

〇六

八
七

ノk

ノ＼

A

八
八
七

八
七

明
治
初
期
申
期
の

教
科
書
の
漢
字
数

大
正
一
二

〃〃〃昭
   和

七三一六

〃
 
一
七

〃
 
二
一

一
九
二
一
二

九九九

八六一

一
九
四
二

一
九
四
六

前
島
密
「
漢
字
御
廃
止
之
議
」
を
将
軍
慶
喜
に
建
白

南
部
義
簿
「
文
字
ヲ
改
換
ス
ル
ノ
議
」
を
建
白
〔
漢

字
廃
止
、
ロ
ー
マ
字
採
用
論
〕

福
沢
諭
吉
「
文
字
の
教
」
〔
漢
字
は
二
千
～
三
千
〕

矢
野
文
雄
「
三
千
字
字
引
」
を
報
知
新
聞
に
発
表

○
文
部
省
編
の
単
語
篇
（
一
、
二
、
三
、
篇
一
小
学

 
教
則
に
よ
る
教
科
書
）
に
は
二
七
五
九
字

○
国
定
尋
常
小
学
読
本
は
一
三
六
〇
字

。
製
織
難
醗
酵
字
）
｝
天
六
二
字

文
部
省
臨
時
国
語
調
査
会
i
常
用
漢
字
一
九
六
二
字

略
字
】
五
四
字

常
用
漢
字
を
修
正
し
て
↓
八
五
八
字

カ
ナ
モ
ジ
会
一
「
漢
字
五
百
字
制
限
案
」
発
表

国
語
審
議
会
i
標
準
漢
字
表
を
決
定
答
申
、
常
用
漢

字
一
＝
二
四
字
準
常
用
漢
字
一
三
二
〇
字
特
別
漢
字

七
四
字
、
合
計
二
五
二
八
字
、
簡
易
字
体
七
八
字
、

一
般
に
使
帽
し
て
差
支
え
な
い
簡
易
字
体
七
四
字

十
二
月
右
の
標
準
漢
字
を
修
正
し
て
総
数
二
六
六
九

字
と
す
る
こ
と
を
閣
議
了
承

国
語
審
議
会
-
当
用
漢
字
一
八
五
〇
字
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